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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月27日(2012.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信モードおよび受信モードに対応する異なる周波数の信号のミキサであって、
　逆平行に組み込まれた１組のダイオードを有するダイオードのネットワークと、接地さ
れたダイオードの第１のリンク・ポイント（Ｃ）と、送信／受信信号パスのポートおよび
異なる周波数のローカル発振器（ＯＬ）のポートに接続された第２のリンク・ポイント（
Ｂ）と、を有し、
　濾波ネットワークが、前記第２のリンク・ポイント（Ｂ）と前記送信／受信パスおよび
前記ローカル発振器のパスのそれぞれのポートとの間に接続され、
　送信モードおよび受信モードで同時使用するためのインピーダンス・マッチング・ネッ
トワーク（ＲＡ）が、前記ダイオードのネットワークの、接地された前記第１のリンク・
ポイント（Ｃ）と前記ダイオードのネットワークのダイオードのうちの１つのアノードと
の間に直列に接続されており、送信モードで第１の開回路状態を実行し、かつ受信モード
で第２の短絡状態を実行する手段を有することを特徴とする前記ミキサ。
【請求項２】
　前記手段は、短絡状態に相当する、受信信号の周波数Ｆ－ＲＦ、ローカル発振器ＯＬの
信号の受信周波数Ｆ－ＯＬＲ、および中間信号の送信周波数Ｆ－ＦＩ、並びに、開回路状
態に相当する、ローカル発振器ＯＬの送信周波数Ｆ－ＯＬＴにおけるインピーダンスのネ
ットワークをさらに有することを特徴とする、請求項１に記載のミキサ。
【請求項３】
　前記インピーダンス・ネットワークは、送信周波数Ｆ－ＲＦで短絡している第１の８分
の１波長ラインＴＬ１と、第２の４分の１波長ラインＴＬ２と、前記送信周波数Ｆ－ＲＦ
に対して開回路である第３の２分の１波長ラインＴＬ３と、を備え、これらの第１、第２
および第３のラインは、それぞれ、５０オームの特性インピーダンス値を有し、かつ共通
のポートに接続されている、請求項２に記載のミキサ。
【請求項４】
　前記ミキサの異なるパス間の分離のための前記濾波ネットワークは、
　パスＲＦのポートに接続され、前記中間信号の送信周波数Ｆ－ＦＩと前記ローカル発振
器の周波数Ｆ－ＯＬＲおよびＦ－ＯＬＴとに対する開回路を有するフィルタＲＦと、パス
ＯＬのポートに接続され、送信／受信周波数Ｆ－ＦＩおよびＦ－ＲＦに対する開回路を有
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するフィルタＯＬと、パスＦＩのポートに接続され、前記受信周波数Ｆ－ＲＦで、前記ロ
ーカル発振器の周波数Ｆ－ＯＬＲおよびＦ－ＯＬＴに対する開回路を有するフィルタＦＩ
と、を備え、これらの前記フィルタは、それらの公称動作周波数に適合していることを特
徴とする、請求項１に記載のミキサ。
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